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のためののためののためののための
学校改善学校改善学校改善学校改善
プラン』のプラン』のプラン』のプラン』の
「３　「３　「３　「３　２の目２の目２の目２の目
標を達成標を達成標を達成標を達成
するためのするためのするためのするための
今後の具今後の具今後の具今後の具
体的な取体的な取体的な取体的な取
組組組組」の各項」の各項」の各項」の各項
目に記載し目に記載し目に記載し目に記載し
ていることていることていることていること
に対する評に対する評に対する評に対する評
価価価価
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評価項目評価項目評価項目評価項目

○印を入れて評価　　Ａ→全体として、到達目標以上に成果が上がっている　　　　 Ｂ→全体として、到達目標を実現している　　Ｃ→全体として、到達目標を実現していない　　Ｄ→全体として、予定していることを実施していない

・年間延べ回数１０回以上の授業公開
・県内外の講師招聘回数延べ１０人以上
・教科教育以外の学習会一人１回以上

次のことに
ついて、本
年度の取組
はどうでし
たか。該当
するものに
○印を入れ
てくださ
い。

高知県国語学習シート
の活用

ア 活用し、成果が出ている ○

・筑波大学附属小学校の研究会に、一人が２回出張
し、その会で公開された授業を、実際に本校で行えた
から。
・子もたちの自己表現力を向上させる取組の一貫とし
て、研究発表会の全体会（約７０名参加）の場で、本
校の取組を堂々と発表できたから。

・外部講師の効果的な招聘により、
教員の授業改善が進んだ。
・県外研修の積極的な実施により、
教職員の意欲の向上を図ることが
できた。

・年度当初から県教委の指導主事
に計画的、継続的に関わってもら
い授業改善を進めたこと。
・文部科学省より主任視学官を招
き教育全体の方向性を確認できた
こと。

・大型ＴＶや教材提示装置、ＰＣ等
を有効に活用した授業提案ができ
たこと。
・町単配置のＩＣＴ支援員と協力し
て、デジタル教材を多く作成したこ
と。

・文字指導や書写指導が進んだこ
と（子ども教室で指導）。

・町内合同マラソン大会やスポーツ
テストの実施、体育実技研修会の
実施は、児童の意欲向上のみなら
ず、教職員の意識改革にも繋がっ
たこと。

次年度への引き継ぎ事項
（次年度のプラン作成の

重点・留意点）

・書くことを通しての自己表現力の育成
について、授業の定番化を図ること。
・複式学級におけるＩＣＴ機器の活用につ
いて研究を進めること。

・家庭学習の手引を作成するとともに、そ
の手引を町内３小学校で一定統一してい
くこと。

・少人数における体育学習の在り方につ
いて研究する必要がある。
・なわとびやマラソン、水泳などのカード
を町内３小学校で統一すると、より児童
の励みになる。

子どもにわかる子どもにわかる子どもにわかる子どもにわかる
授業づくり授業づくり授業づくり授業づくり

・県外研修一人１回以上
・県内研修一人５回程度
・いつ、何を、どのように書かせるかの確立
・１日の学校生活サイクルの徹底

（家庭学習時間の目標）
・低学年３０分以上
・中学年４５分以上
・高学年１時間以上
・学校通信２０回以上
・学級通信等２０回以上

・体力づくりで具体的な連携を実施
・体験活動を中心とした取組の継続

・放課後子供教室と連携し、午後４時ごろから５時ご
ろまでを学習の時間として、家庭学習の時間を補う取
組を進めることができたから。
・学校通信及び各学級の通信とも評価指標の数を上
回る発信ができたから。ホームページの更新も年間２
００回程度実施できたから。

・教育版地域アクションプランや地域スポーツ人材活
用事業などの予算を活用し、水泳、陸上、器械運動
等、体育学習の基本となる領域について外部講師を
招聘し、児童の技術指導及び教員の指導方法の工
夫改善を進めることができたから。

・本年度の取組を継続すること。
・授業改善を中心とした研究体制
を一層充実していくこと。
・外部講師の積極的な招聘を行う
こと。
・各種事業の予算を有効に活用
し、研究と修養に努めること。

算数・数学単元テスト
と算数・数学シートの
活用

全国学力・学習状況調
査の活用に関する研修
会第２・３回持参資料
の活用

その指導は行ったが、関連事項を意識した指導はしていない

取り組む予定はない次年度に取り組む予定

理由など：
学力向上の成果要因がこのシートと関連しているかどうかを判断する
根拠がないため、アとは回答できない。

イ 理由など：
学力向上の成果要因がこのシートと関連しているかどうかを判断する
根拠がないため、アとは回答できない。

より改善を進めるためのより改善を進めるためのより改善を進めるためのより改善を進めるための
今後の取組や課題など今後の取組や課題など今後の取組や課題など今後の取組や課題など

・県教委等の事業や町教委等の事業の
支援をいただき、一人一人の教職員の
資質、指導力を向上させていくこと。
・授業改善に係る事前研究や事後研究
の在り方を工夫改善していくこと。
・外部講師を有効に活用すること。

・県教委の事業が無くなることに対応し
て、本校における年間事業予算が削減さ
れるため、残された予算を如何に有効的
に活用するかを検討することが不可欠で
ある。

校長名：　島　崎　雅　彦大豊町立大田口小学校

その評価をした理由・その要因などその評価をした理由・その要因などその評価をした理由・その要因などその評価をした理由・その要因など

・全国学力学習状況調査結果は高知県で１番の数値
結果であり、ＣＲＴ検査においても総合評定Ｃの児童
は一人もいないから。
・体力テストの結果もＤとＥ判定の児童は一人もいな
いから。
・学校評価結果において、児童保護者の学校満足度
及び授業満足度はいずれもほぼ１００パーセントの肯
定的評価結果が出されているから。

・評価指標の３項目すべてをクリヤーできたから。
・ただ行っただけでなく、その取組成果を県内教職員
に広く公開し、評価を受けたから。研究会には６８名
の教職員等の参加を得ることができたから。
・学校教育以外の学習会を行い、人間力の向上を一
定図ることができたから。

「平成２２年度学力向上のための学校改善プラン」に取り組んだ検証の状況について、簡潔に記入してくださ「平成２２年度学力向上のための学校改善プラン」に取り組んだ検証の状況について、簡潔に記入してくださ「平成２２年度学力向上のための学校改善プラン」に取り組んだ検証の状況について、簡潔に記入してくださ「平成２２年度学力向上のための学校改善プラン」に取り組んだ検証の状況について、簡潔に記入してくださ
い。その際、年度初めに作成した計画にかぎらず、中間検証で改善したことなど、より成果を上げるために工い。その際、年度初めに作成した計画にかぎらず、中間検証で改善したことなど、より成果を上げるために工い。その際、年度初めに作成した計画にかぎらず、中間検証で改善したことなど、より成果を上げるために工い。その際、年度初めに作成した計画にかぎらず、中間検証で改善したことなど、より成果を上げるために工
夫していることがあれば、適宜、反映してください。夫していることがあれば、適宜、反映してください。夫していることがあれば、適宜、反映してください。夫していることがあれば、適宜、反映してください。

活用している

その他

活用している

その他

実際に指導を行い、関連事項も意識し、指導を継続している

・全国学力学習状況調査結果を、昨年度結果より５ポイントアップする。
・学力を支える体力面での一層の向上を目指し、年間を通じての体力づくりを教科体育及び
教科外体育で計画的継続的に進め、遊びの多様化を図る。（一輪車→水泳→マラソン→なわ
とび等、季節に応じた運動遊びを実施し評価する）
・わかる楽しい授業を展開するために、年間を通じた校内外の研修を実施する。公開授業一
人３回程度。校外研修年間延べ回数６０回程度とする。

その他その他その他その他

学校全体で予学校全体で予学校全体で予学校全体で予
習・復習（宿題）習・復習（宿題）習・復習（宿題）習・復習（宿題）
の質と量を高めの質と量を高めの質と量を高めの質と量を高め
る取組る取組る取組る取組

学力向上のた学力向上のた学力向上のた学力向上のた
めの組織的なめの組織的なめの組織的なめの組織的な
校内研修体制校内研修体制校内研修体制校内研修体制
づくりづくりづくりづくり

※Ａ４判用紙１枚に収めてください。


